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Web教材配信システムの作成とその利用について
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Production and Usage of a Web Teaching Materials Distribution System 
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An improved delivering system for Web teaching materials is reported in this paper. To 

administrate the delivering system effectively， there are many kinds of subjects， which must be 

solved. Payingattention to need ofusers and an administrator ofthe system， we have produced the 

system. 
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1.はじめに

インターネットの高速化により，家庭などでの

動画閲覧がより身近なものとなってきているf大

学などの教育機関においても，授業の動画などの

Web教材を配信する動きが加速している.

これは学内 LANにおいても同様である.呉大

学は，従来の郷原キャンパス，阿賀キャンパスに

加え，本年度から坂キャンパスも開設され 3キャ

ンパス体制となった.この 3つのキャンパスは距

離的には離れているが， 2003年 10月現在，郷原

一阿賀間，および郷原一坂聞は6Mbpsの回線で繋

がっており， 3つのキャンパスは実質6Mbpsの

LANで結ぼれているのと同じ状態である.この

ような高速ネットワークを活かしての Web教材

配信システムの確立は，本学においても重要な課

題であるI)

著者は，阿賀キャンパスで行われている一般公

開講座「地域総合学」の Web教材化に取り組んで

いる.この講座は，地元周辺の各界で活躍してい

る第一人者がオムニバス形式で講義を行うもの

で，学生だけでなく，一般社会人も無料で受講で

き，最後の質疑応答にも参加できる.

本論文では，主にこの「地域総合学」の Web教

材配信システムについて述べる.Web教材を有効

に活用するには，更新・管理の複雑さを解決し，

かつ教材を利用するユーザーにとっての使いやす

さも向上させなければならないなど多くの課題が

ある.それらの課題を洗い出し，それらを解決す

るためのシステムを作成し，それを利用すること

でどんな点が解決されたか，また新たにどんな課

題が浮き彫りになったかなどを，手順を追いなが

ら明らかにしていく.

この論文の構成は，次の通りである. 2.では，

動画コンテンツ制作の手順， 3.では， Web教材製

作の留意点， 4.では，従来の方法および問題点と

その解決策， 5.では， Web教材配信システムの設

計について述べられている.また，最後の 6.で

は，まとめと今後の課題が示されている.
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2. 動画コンテンツ製作の手順

動画コンテンツの配信の方法は，ライア(撮影

と同時進行の動画配信)とオンデマンド(動画を

サーバーにストックし，ユーザーの要求に応じて

配信)に大別されるが，本論文ではオンデマンド

の配信について述べる 2) はじめに i地域総合

学」におけるWeb教材製作の手順を簡単に説明す

る.最初に講義をデジタルビデオカメラで撮影す

る.次に撮影した映像をパーソナルコーンビュータ

(PC)に取り込み，若干の編集を加えた上で動画

ファイルに変換し，出来上がった動画ファイルを

学内のサーバーにアッブロードして学内 LANで

公開可能な状態にする.そして学内専用ホーム

ページ内にある講義のページを更新し，アップ

ロードした動画ファイルへのリンクを張る，とい

う手順である.ここで ビデオ映像の PCへの取

り込みは， s一端子から画像取り込みボードを経由
して行い，動画ファイルへの変換および、編集は，

リアルネットワークス社の iRealProducer PlusJと

いうソフトを用いて PCに取り込んだ動画を Re-

alVideo形式(拡張子:rm)に変換し編集している.

RealVideo形式の動画ファイルは，動画再生ソフ

トiRealPlayer Jで再生することができるので便利

である.

3. Web教材製作の留意点

3.1ユーザー側から見たWeb教材製作の留意点

Web教材は，教科書と同様，ユーザーに使わ

れなければその目的を果たすことができない.そ

のため，その製作においてはユーザーに使われる

ための努力が必須である.動画を用いる場合，一

番大事なのはその動画の中身であることは言うま

でもないが，それだけでは不十分である.例え

ば，もし配信される Web教材が動画単体のみで

あるとすれば，その動画が何の授業であるか，誰

が，いつ，どんな内容を喋っているのかなどの情

報は動画を聞いてみないと分からない.それどこ

ろか，中には動画を聞いても分からない情報さえ

ある.そのため，動画単体では Web教材として

成立しているとは言い難い.Web教材として動

画を取り扱う場合，その内容を説明する文は必須

である.

動画の内容を説明するための情報には，科目

名，開講日，表題，講義概要などがある.さら

に，要求される情報は， Web教材の種類によっ

て違う.例えばJ地域総合学」では，通常の講義

と異なり講演者が毎回変わるという特徴があるた

め，講演者の氏名・所属なども表記する必要があ

る.Web教材では，ユーザーにとって必要な情

報をいかに的確かっ効果的に伝えるかを十分に考

慮しなくてはならない.

3.2管理者側から見たWeb教材製作の留意点

前述の通り， Web教材(特に更新処理の終わっ

ていないもの)は，ユーザーにとって使いやすい

ものである必要があるが，それと同様に，管理者

側にとっても更新などの管理がしやすいものでな

くてはならない.なぜなら，例えユーザーにとっ

て最高のシステムを築くことができても，管理が

複雑であったり，管理に要する時間や労働力など

が余りにも大きいと，更新の途絶えや遅滞を招い

たりする.これはユーザーがその Web教材から

離れてしまう大きな原因となる.著者の 1人

(M.F)が運用しているWebサイトでイベント企画

を行った際，その企画が複雑な更新処理を要する

ために更新が遅滞してしまい不評を買ったことが

多々ある.これが大学などの講義で使う教材であ

れば尚更である.試験的な運用期間中であるなら

まだしも，本格的な運用を行うとなれば，それは

ユーザーが学費を収めて受講する講義の一部とな

るので，決して軽く考えてはならない.さらに，

Web教材の管理を他の人に任せたり，管理者交

代の際に Web教材を引き継いでもらったりする

場合など，現在の管理者以外の人が Web教材を

管理する場合も同様である.Web教材の管理方

法が複雑であると，新しい管理者が管理方法を理

解できず，例え理解できても管理の難しさからそ

の Web教材を投げ出してしまうかもしれない.
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よって， Web教材を製作する際にはユーザーの

ことだけでなく，管理者のことも考えて製作する

必要があると考えることができる.本論文におけ

る Web教材配信システムでは，できるだけ管理

者の負担を軽減することを最も重要な目標と位置

付けている.

4.従来の方法および問題点とその解決策

4.1従来の「地域総合学JWeb教材について

最初は，講義の一覧表のページから直に動画へ

のリンクを張っていたが，この方法では，動画の

内容が講義の一覧表に載せている講義題目・講演

者といった数少ない情報からしか読み取れなかっ

た.それを改善するため，講義1コマごとに説明

ページを製作し，講義概要と関連リンクも掲載す

るようにした.これにより， Web教材を使用す

るユーザー側にとっては，説明ページを参考にす

ることによって動画の内容が読み取りやすくな

り，得られる情報量も増加した.だが逆に，更新

する側にとっては，更新するテキストデータの項

目の数が増加し，さらに講義ごとにページを作る

ことでファイル数も増えたため，更新作業が複雑

になった.また，テキストデータは Webページ

に一般的に使われている HTML形式のファイル

に格納し，テキストエディタ(テキスト文書の編

集ソフト)で製作および、編集を行っていたが，こ

れでは更新個所が分かりづらく，さらに学内専用

ホームページを更新する権限のある，限られた

PCからしか更新できなかった.

4.2問題点とその解決策

4. 1で挙げた問題点を解決するには， Web教材

に使用するテキストデータをデータベース化する

方法が挙げられる.これにより，従来は HTML

ファイルとして分散していた講義データの一元化

を図ることができるので，大量のファイルを扱う

場合に比べて更新作業が楽になる.そして，その

データベース化された講義データを SQL(データ

ベースを検索，更新する言語)により操作するこ

とで，更新作業を容易にする管理ページおよび

ユーザー側のページを動的に表示するアプリケー

ションを製作できる.また，データ量が増加する

ことによって，ユーザーが目的のコンテンツを探

しにくくなるため，検索機能を追加することが望

ましいが，それもデータベースを介して行えば，

キーワードを含むデータを抽出する SQLを使用

することで容易に実現できる.

従来使用していた HTML形式単体では，デー

タベースのデータを入出力することはできないの

で，データを入出力することができる言語が必要

である.そして，データベースはサーバー側に設

置するので，データベースのデータをどのように

入出力するかを処理するスクリプトもサーバー側

で処理するのが現実的である.今回は一般的に広

く使われているフリーのデータベースである

MySQLと，動的な Webページの製作に使われて

いるサーバーサイドのスクリプト言語であるPHP

を使用して Webアプリケーションを製作するこ

とにした 3)

PHPおよびMySQLはともに日本語に対応して

いるうえ， OSもWindows，Linux両方に対応して

いるため， Windowsで開発してLinuxのサーバー

で稼動させるといったことが可能である.また

PHPには，データベースと接続して処理を行うた

めの関数など豊富な関数が用意されているため，

言語の習得および Webアプリケーションの製作

が比較的容易にできる.Webアプリケーション

を製作するにはPHP，MySQL以外にも選択肢はあ

るが，本論文では前述した長所などから総合的に

判断して，これらを選択した.

5. Web教材配信システムの設計

5. 1データベース設計

先ほどは問題点の解決策としてデータベースの

使用を挙げたが，のちの管理のことを考えて，そ

の設計は十分にしておく必要がある. r地域総合

学」のデータベースは，“講座基本情報テーブル

“講座詳細情報テーブルペ“関連リンクテーブル"
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の3つのテーブル(表形式のデータ)、によって設

計したそれを表1に示す.

5. 2管理ページ設計

このようにして構築じたデータベースを基に，

PHPを用いて管理者専用の画面を製作した(付録

1--5).ここでは製作した管理ページの概要を箇

条書きで示す.

この表における“講座基本情報テーブル"にはJ

「地域総合学 IIJといった講座名や開講年度など，

半期の講座すべてに共通する情報を入力する.

“講座詳細情報テーブル"には，講座の表題や内

容など， 1コマごとに変化する情報を入力する. ①最初に，管理者以外は管理画面に入れないよ

そして 1コマに複数のデータが発生することのあ うに， IDとパスワードによる認証を行う.

る関連リンク(サイト名， URL)については別に， ②認証に成功すれば，管理ページが表示される

“関連リンクテーブル"に入力するようにした付録1).

。。

。。

③講座データ新規作成画面(付録2)で“講座基

表1:地域総合学データベースのテーブル構造

lecture (講座基本情報テーブル)
~曹司

lect id 講座番号 数値型 オートナン1'¥ーE:.::II 

lect_name 講座名 文字列型

lect_sub サブタイトル 文字列型

lect_year 開講年度 日付型

lect term 開講期 文字列型 前期/後期

lect_weekday 開講曜日 文字列型 月/火/水/木/金

lect_memo メモ 文字列型

detail (講座詳細情報テーブル)

~L外 lectjd 講座番号 数値型

霊童detailjd 講座詳細番号 数値型 オートナン1¥ー

lect date 開講日 日付型

lect_title 講義タイトル 文字列型

lect title sub〆 講義サブタイトル 文字列型

lect outline 講義概要 文字列型

prof_office 講師所属 文字列型

prof_post 講師役職 文字列型

protname 講師名 文字列型

movie_url 動画のURL 文字列型

detail memo メモ 文字列型

link (講座詳細情報の関連リンクテープ、ル)

圃・・ 外 detail id 講座詳細番号 数値型

目 link id リンク番号 数値型 オートナンJミー

site name サイト名 文字列型

site url サイトURL 文字列型
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本情報テーブル"に必要な情報を入力すると，

付録 Iのページに新規作成した講座基本情報

データおよびその講座の詳細編集ボタンが表示

される.

④この詳細編集ボタンを押すと， 1コマごとの詳

細情報を入力する画面(付録 3)に移る.ここで

は“講座詳細情報テーブル"に必要な情報を入

力していく.

⑤データの入力が完了しても，後で更新(付録 4)

および削除もできるようにしている.

⑥関連リンクについては，“関連リンクテーブ

ル"として独立させることで，複数のデータが

発生した場合でも，リンクの数に応じた一覧表

を表示できるようにした(付録 5).なお，関連

リンクが無い場合は，この一覧表は表示されな

管理ページでは，付録4のように入力されてい

るデータをフォーム内に表示して編集できるよう

にするなど，できるだけ更新処理が容易にできる

ように配慮している.

5.3ユーザー側のページ設計

管理ページと同様，ユーザー側のページもPHP

を用いて製作した(付録 6'" 8). HTMLのみを使

用した場合と違い，データベースのデータを参照

することで，表示されるデータも動的に変化す

る.管理ページで更新したデータはデータベース

に反映されるため，ユーザー側のページにもその

更新が即時に反映される.

また，検索機能も付加した. トップページに設

置しているテキストボックスにキーワードを打ち

込むと，そのキーワードを含む講座詳細情報が，

付録8のように一覧で表示される.シンプルな検

索機能だが，これによりユーザーはより高速に，

見たい情報にアクセスすることができる.

6.結果と今後の課題

6. 1管理面での改善箇所

この Webアプリケーションを使用するにより，

従来は HTMLの手入力だ、ったページの更新作業

が， Webブラウザを介してフォームで簡単にで

きるようになった上，学内 LANに接続されてい

るほぼ全てのパソコンから更新作業(動画を除く)

ができるようになった.また，従来の講義データ

は多量の HTMLファイルから成っていたが，

データベース化することにより講義データがデー

タベースに一元化され，管理の面でも楽になっ

た.

6.2ユーザー側から見た改善箇所

検索機能を追加することにより，目的のコンテ

ンツを探しやすくなったことはもちろんだが，管

理者による更新処理がより迅速に、できるように

なったことも，目には見えないが重要な改善点で

ある.

6.3アクセスログ解析

Web教材の管理者は，管理している Web教材

がどれだけ有効に利用されているかを調査し，今

後の授業や Web教材管理の改善に繋げていくこ

とが重要である.そこで，本論文で取り扱った

「地域総合学」の Web教材の利用状況を調べるた

め，動画ファイルをアッフロードしているスト

リーミングサーバーである RealSerVerの，およそ

半年分のアクセスログを解析した 4)

表2は，動画へのアクセス状況を月別に示した

表である.この表における「トップページ」とは，

「地域総合学」のページおよび表で示している 3つ

の動画ファイルへのリンクを張っているページで

ある.この表では，地域総合学の各期間の動画

ファイルへのアクセス状況(複数のファイルの合

計値)と併せて， トッフページにあるこれらの動

画ファイルへのアクセス状況も示している.それ

らを比較すると， トッフ0ページの各動画へのアク

セスは半年間で63'"95あるのに対し I地域総合

学」の動画ファイルへのアクセスは，既に更新が

終了している 2002年の前期・後期の分(ファイル

数は 31個)を対象に見ると，半年間の lファイル
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、表2:地域総合学およびトップページの動画へのアクセス状況

トップペジミ Eヨ 'トップ 全
総地合合計蟻学月 (回数3DOS 社会 サーザ

I前'02期 1;後02期 |前'03期 1;後03摺 ペ合ー計ジ ア合クセ計ス
/V 情報論キット

5月 10 8 2 9 26 

6月 30 11 4 23 11 
7月 31 16 6 13 14 
8月 31 5 4 6 2 
9月 30 24 23 6 36 
10月 31 10 13 21 19 
11月 19 7 11 17 2 

合計 182 81 63 95 110 

当たりのアクセスは平均約 '7.6にとどまってい

る.また， 2003年の動画ファイルについては，

動画ファイルの処理が完了レ次第追加しているた

め詳細な値は計算できないが，それでも 2002年

との大まかな比較でおよそ2倍程度のアクセスに

すぎない. r地域総合学」全体を見ても， 1日の平

均アクセス数は約 2.9である.しかも，このデー

タには試験的なアクセスなども多く含まれてお

り， Web教材が有効に利用されている回数はこ

れらの数値よりもさらに小さくなると思われる.

この原因は「地域総合学」の方が「トップペー

ジ」よりも深い階層に位置していることによる可

能性もあるが，半年間のアクセスログの解析から

は明らかではない.

6..4今後の課題

今回製作した Web教材配信システムは，動画

についての情報を説明するテキスト文の管理を改

善することに関しては成功を収めたが，システム

の製作には多くの時間を費やしたため，今回のよ

うなシステムを導入する場合には，システムの製

作時間および労力が，それを導入した場合のメ

リットと釣り合うかどうかを検討しなければなら

ない.また，他人にシステムを引き継ぐことを視

野に入れている場合には，システムの操作方法な

どを記したマニュアルが必要である.

また，アクセスログ解析により，現状のアクセ

ス数が少ないことが分かつた.これを改善するた

4 14 19 44 63 

41 28 38 80 118 

8 72 35 94 129 

2 6 15 10 25 

69 102 53 207 260 

2 18 24 44 63 107 。9 24 35 35 70 
126 249 48 239 533 772 

め，ユーザー側のページ構造の見直しゃ，アン

ケート調査など.を行っていきたい.

ーさらに別の課題として，動画自体の処理方法の

改善がある.撮影したビデオを動画ファイルへ変

換する作業は難しく，時間もかかる上，変換処理

のできる PCは限られている.これを改善できれ

ば更なる作業の簡素化・高速化に繋がることが期

待できるため，今後は動画の処理についての改善

を目指したい.
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Web教材配信システムの作成とその利用について(付録)

【付録1】管理ページ:講座基本情報の一覧表

講座データ菅理ページ

襲1戦遺構騨総監

語集 11関桝繍 11 語産各 種田 メモ

!誠司単IE間期j輸送品t亀山田
融 3魁 1I抑制期j噺 24自心日

iF時三i 遡 112002~/fl期 i 摺鵠芸品tlfl L-'t'>日露著書護学科際組念並びに賄事J1∞麟

鵡守護醤 112002~繍期!機躍を肌で日瞳壁一一切こ呉市制酔協

烈説筆跡

【付録2】管理ページ:講座基本情報の新規作成フォーム

講座データ新規作成

謙虚名: 働総合掌

サブタイトjレ:ト地舗の串肢を自織して〉

期議年/期 J2003溺年度 「前期。後期

間議曜日 r-月「火伊水 r木 F金
可略省モメ

1
2
1
2
1
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【付録3】管理ページ:講座詳細情報の一覧表

r一一一一一一一明一一一一一県一 一地域総合学 11のデータ編集

と:ケ論樹齢梯糊議紙芝I 鍋州議総蕊宅(1 樹織除隊ぽ: 

地雄総合学 11

〈地犠の容性を目指して〉

2002年度種鰭毎週水曜日

【付録4】管理ページ:講座詳細情報の編集

瞳E講義詳細データ更新

織締結む罷る"'1 関連リンク編集へ

印象術活用fγ蕊日

題目:担泊二計数育むついて

サづヲイトJレ

動画υRl

(1-列:呉大学〉
(1-封:学長〉

〈静IJ:坂田正ニ)[~簿】

Rロ方Q11組問:綿0Ii問時制12α1'2-2-1.tm

聾 v 務 i と嫌態デ句会委鰍ずる j 
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【付録5】管理ページ:関連リンクの一覧表および新規作成フォーム

関連リンク編集

更級 11 サイト名 11 URL 

!鐘J~魁 1I呉大学 l~畑町卸re-u.a叩
j;盛I1艶[JI呉大学渡期大学野I~
i盛J越 j11広島文悦期大学11htt刈州h-bunka.aω
E新録作践3

サイト名:， 
URl:トttp:1I

了りぬ伶離ypl

続縦臨む脱却Il“都?が 1

【付録6】ユーザー側のページ:講座詳細情報の一覧表

葺織緩総重量司惨事制融調ft.l援袋線

地域総合学 11

〈地織の創生を日銭して〉

20股年度後期梅潜水曜日

顎 8..る

' 10月28 コミュニティ教育について
10月9日 命を守る救急体制の現絞と譲譲

10月168 紙パルフ産業め増様様織への取絡み

10月238 地域社会を支える木綿薬

10月308 呉地蟻め議鉛案、 21世紀を目指して

呉大学・
学長

呉市消防局
次長井内照幸

王子製紙〈緋〉呉工場
工場長水島慮失

中薗木材〈林〉
社長塘J111薬事

〈格〉神田造船設計部
草1闘車窓説明4守献
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【付録7】ユーザー側のページ:付録6の一覧表から第1固のデータを表示

;司慎均等II.-c;'"多芸脱輪車問イブラ汐葺輔総裁手書棚情鰍..事:lUニ渉掛織について

地域総合学 11

2002年10月2日1
1
3
6
2
4
4
i
g
i
e
-
d
 

第i部 fコミュニチィ教育についてj

呉大学・呉大学怒期大学部
学長坂田正二氏

締言誇

{講義概要}

日本において，コミュニディ教育がようや〈本格的に導入され始め
た。本学においても，1!tに先駆けて，との教育との取絡みを始めた。そ
して呉市と協力しながら，ロミュニティ教習の具体化を図り，日本にお
ける教育改革の先導的役割を果たそうとしている。

講義を見る盟国

[関連リンク〕
・呉大学
・呉大学短綴大学審F
.広島文化短期大学

【付録8】ユーザー側のページ:キーワード検索の結果

華 S専大繁華勤通援ライブラリ 華 総量毒事窓会理~ >> キーワーが後議

f福祉jの検索結果

31キのデ}合が見つかりました。

日程 怨 g 議邸

2003年10月228 呉市パス事業の現状と課題
呉市交通企業管理者
貞盤 fき思

2003年 5月14日 介護施設の現場から
呉中央コスモス密
施設長登道夫

2002年5月98 社会磁祉の活動について
呉社会福祉協議会
会長佐々木有


